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(57)【要約】
【課題】血圧に関するパラメータを有効活用して患者の
異常を精度よく報知することができる血液浄化装置を提
供する。
【解決手段】体外循環する患者の血液を浄化して血液浄
化治療を行い得る治療手段１と、血液浄化治療中の患者
の血圧及び脈拍を検出し得る血圧検出手段２とを備えた
血液浄化装置において、血圧検出手段２による検出値に
基づいて、少なくとも脈圧、平均血圧及び最低血圧を求
める算出手段４と、算出手段４で求められた脈圧、平均
血圧及び最低血圧がそれぞれ所定閾値を超えたか否か判
定する判定手段５と、判定手段５にて脈圧、最低血圧又
は平均血圧が所定閾値を超えたと判定されたことを条件
として、当該脈圧、最低血圧又は平均血圧に応じた所定
の報知を行わせる表示手段７とを備えたものである。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　体外循環する患者の血液を浄化して血液浄化治療を行い得る治療手段と、
　血液浄化治療中の患者の血圧及び脈拍を検出し得る血圧検出手段と、
を備えた血液浄化装置において、
　前記血圧検出手段による検出値に基づいて、少なくとも脈圧、平均血圧及び最低血圧を
求める算出手段と、
　該算出手段で求められた前記脈圧、平均血圧及び最低血圧がそれぞれ所定閾値を超えた
か否か判定する判定手段と、
　該判定手段にて前記脈圧、最低血圧又は平均血圧が所定閾値を超えたと判定されたこと
を条件として、当該脈圧、最低血圧又は平均血圧に応じた所定の報知を行わせる報知手段
と、
を備えたことを特徴とする血液浄化装置。
【請求項２】
　前記脈圧が所定閾値を超え、且つ、前記最低血圧及び平均血圧が所定閾値を超えない第
１の状態と、当該脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均血圧の少なくとも一方
が所定閾値を超えた第２の状態とで前記報知手段による危険度に関する報知形態を異なら
せ、当該第２の状態の方が第１の状態より危険度が高い旨の報知を行わせることを特徴と
する請求項１記載の血液浄化装置。
【請求項３】
　前記算出手段は、前記脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、前記血圧検出手段による検
出値に基づいて、最高血圧及び血液浄化治療開始からの最高血圧低下度を求めるものとさ
れ、前記判定手段にて前記最高血圧及び最高血圧低下度が所定閾値を超えたか否か判定す
るとともに、前記報知手段にて前記最高血圧又は最高血圧低下度が所定閾値を超えたと判
定されたことを条件として、当該最高血圧又は最高血圧低下度に応じた所定の報知を行わ
せることを特徴とする請求項１又は請求項２記載の血液浄化装置。
【請求項４】
　前記算出手段は、前記脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、前記血圧検出手段による検
出値に基づいて、脈拍数及び該脈拍数に最高血圧を乗算して求められるＰＲＰを求めるも
のとされ、前記判定手段にて前記脈拍数及びＰＲＰが所定閾値を超えたか否か判定すると
ともに、前記報知手段にて前記脈拍数又はＰＲＰが所定閾値を超えたと判定されたことを
条件として、当該脈拍数又はＰＲＰに応じた所定の報知を行わせることを特徴とする請求
項１～３の何れか１つに記載の血液浄化装置。
【請求項５】
　前記報知手段は、血液浄化治療に関わる情報をリアルタイムに表示させ得る表示手段か
ら成り、当該表示手段によって、前記算出手段で求められた算出値と血液浄化治療中の循
環血液量の変化率とが併せて表示されることを特徴とする請求項１～４の何れか１つに記
載の血液浄化装置。
【請求項６】
　血液浄化治療中の患者の心電図を測定し得る心電図用測定手段と、
　該心電図用測定手段からの測定信号に基づいて心電図を得る心電図取得手段と、
を具備するとともに、前記判定手段にて前記心電図取得手段で取得された心電図に異常が
あるか否かを判定するとともに、前記心電図に異常があると判定されたことを条件として
、前記報知手段にて当該心電図の異常に応じた所定の報知を行わせることを特徴とする請
求項１～５の何れか１つに記載の血液浄化装置。
【請求項７】
　前記心電図取得手段で取得された心電図に基づき心拍変動解析を行って自律神経機能を
評価し得る解析手段を具備するとともに、当該解析手段による心拍変動解析の結果に応じ
て前記判定手段による判定が行われることを特徴とする請求項６記載の血液浄化装置。
【請求項８】
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　前記心電図取得手段及び解析手段は、血液浄化治療中の患者の近傍に配設されたベッド
サイド端末装置、又は血液浄化治療に関わる条件又は情報を送信し得る中央監視装置に配
設されたことを特徴とする請求項７記載の血液浄化装置。
【請求項９】
　前記報知手段は、前記算出手段で算出された算出値に基づいて推定される患者の状態を
表示し得ることを特徴とする請求項１～８の何れか１つに記載の血液浄化装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体外循環する患者の血液を浄化して血液浄化治療を行い得る治療手段と、血
液浄化治療中の患者の最高血圧、最低血圧及び脈拍を検出し得る血圧検出手段とを備えた
血液浄化装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、透析治療においては、患者の血液を体外循環させるための血液回路と、該血液
回路の途中に接続されたダイアライザと、しごき型の血液ポンプと、ダイアライザとの間
で透析液の導入又は導出を行って血液透析処理を行いつつ除水可能な透析装置本体とを有
した透析治療装置が用いられる。このような透析治療装置により行われる透析治療は、通
常、１日おきに約４時間行われるものであるため、治療中の患者の血行動態が大きく変化
することとなり、特に、余剰水分の除去（除水）による血圧低下防止を有効且つ確実に行
うことは、重要な課題となっている。
【０００３】
　このような課題に対処すべく、従来、血液浄化治療中の患者の血圧を測定するための血
圧計（血圧検出手段）を備えた透析治療装置が提案されている。かかる従来の透析治療装
置によれば、血液浄化治療中の患者の血圧（特に、患者の最高血圧）を血圧計にて監視す
ることができ、血圧低下を医師等医療従事者に把握させることができる（例えば、特許文
献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１０４７５０号公報
【特許文献２】特開平５－１１５５４６号公報
【特許文献３】特表２００４－５２７２９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記従来技術においては、最高血圧を監視して血圧低下を報知させるこ
とができるものの、最低血圧や平均血圧等、血圧に関する他のパラメータを有効に活用で
きていないという問題があった。本出願人は、最高血圧以外の血圧に関するパラメータを
有効活用することを鋭意検討し、特に、最高血圧と最低血圧との差から算出される脈圧、
最低血圧及び平均血圧について監視することを検討した。すなわち、脈圧は、中枢の動脈
硬化の指標として用いることができるとともに、最低血圧及び平均血圧は、冠動脈血流量
の指標及び重要臓器の血流状態の指標としてそれぞれ用いることができるからである。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、血圧に関するパラメータを有効活
用して患者の異常を精度よく報知することができる血液浄化装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１記載の発明は、体外循環する患者の血液を浄化して血液浄化治療を行い得る治
療手段と、血液浄化治療中の患者の血圧及び脈拍を検出し得る血圧検出手段とを備えた血
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液浄化装置において、前記血圧検出手段による検出値に基づいて、少なくとも脈圧、平均
血圧及び最低血圧を求める算出手段と、該算出手段で求められた前記脈圧、平均血圧及び
最低血圧がそれぞれ所定閾値を超えたか否か判定する判定手段と、該判定手段にて前記脈
圧、最低血圧又は平均血圧が所定閾値を超えたと判定されたことを条件として、当該脈圧
、最低血圧又は平均血圧に応じた所定の報知を行わせる報知手段とを備えたことを特徴と
する。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の血液浄化装置において、前記脈圧が所定閾値を
超え、且つ、前記最低血圧及び平均血圧が所定閾値を超えない第１の状態と、当該脈圧が
所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均血圧の少なくとも一方が所定閾値を超えた第２
の状態とで前記報知手段による危険度に関する報知形態を異ならせ、当該第２の状態の方
が第１の状態より危険度が高い旨の報知を行わせることを特徴とする。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は請求項２記載の血液浄化装置において、前記算出
手段は、前記脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、前記血圧検出手段による検出値に基づ
いて、最高血圧及び血液浄化治療開始からの最高血圧低下度を求めるものとされ、前記判
定手段にて前記最高血圧及び最高血圧低下度が所定閾値を超えたか否か判定するとともに
、前記報知手段にて前記最高血圧又は最高血圧低下度が所定閾値を超えたと判定されたこ
とを条件として、当該最高血圧又は最高血圧低下度に応じた所定の報知を行わせることを
特徴とする。
【００１０】
　請求項４記載の発明は、請求項１～３の何れか１つに記載の血液浄化装置において、前
記算出手段は、前記脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、前記血圧検出手段による検出値
に基づいて、脈拍数及び該脈拍数に最高血圧を乗算して求められるＰＲＰを求めるものと
され、前記判定手段にて前記脈拍数及びＰＲＰが所定閾値を超えたか否か判定するととも
に、前記報知手段にて前記脈拍数又はＰＲＰが所定閾値を超えたと判定されたことを条件
として、当該脈拍数又はＰＲＰに応じた所定の報知を行わせることを特徴とする。
【００１１】
　請求項５記載の発明は、請求項１～４の何れか１つに記載の血液浄化装置において、前
記報知手段は、血液浄化治療に関わる情報をリアルタイムに表示させ得る表示手段から成
り、当該表示手段によって、前記算出手段で求められた算出値と血液浄化治療中の循環血
液量の変化率とが併せて表示されることを特徴とする。
【００１２】
　請求項６記載の発明は、請求項１～５の何れか１つに記載の血液浄化装置において、血
液浄化治療中の患者の心電図を測定し得る心電図用測定手段と、該心電図用測定手段から
の測定信号に基づいて心電図を得る心電図取得手段とを具備するとともに、前記判定手段
にて前記心電図取得手段で取得された心電図に異常があるか否かを判定するとともに、前
記心電図に異常があると判定されたことを条件として、前記報知手段にて当該心電図の異
常に応じた所定の報知を行わせることを特徴とする。
【００１３】
　請求項７記載の発明は、請求項６記載の血液浄化装置において、前記心電図取得手段で
取得された心電図に基づき心拍変動解析を行って自律神経機能を評価し得る解析手段を具
備するとともに、当該解析手段による心拍変動解析の結果に応じて前記判定手段による判
定が行われることを特徴とする。
【００１４】
　請求項８記載の発明は、請求項７記載の血液浄化装置において、前記心電図取得手段及
び解析手段は、血液浄化治療中の患者の近傍に配設されたベッドサイド端末装置、又は血
液浄化治療に関わる条件又は情報を送信し得る中央監視装置に配設されたことを特徴とす
る。
【００１５】
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　請求項９記載の発明は、請求項１～８の何れか１つに記載の血液浄化装置において、前
記報知手段は、前記算出手段で算出された算出値に基づいて推定される患者の状態を表示
し得ることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１の発明によれば、血圧検出手段による検出値に基づいて、少なくとも脈圧、平
均血圧及び最低血圧を求める算出手段と、算出手段で求められた脈圧、平均血圧及び最低
血圧がそれぞれ所定閾値を超えたか否か判定する判定手段と、判定手段にて脈圧、最低血
圧又は平均血圧が所定閾値を超えたと判定されたことを条件として、当該脈圧、最低血圧
又は平均血圧に応じた所定の報知を行わせる報知手段とを備えたので、血圧に関するパラ
メータを有効活用して患者の異常を精度よく報知することができる。
【００１７】
　請求項２の発明によれば、脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均血圧が所定
閾値を超えない第１の状態と、当該脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均血圧
の少なくとも一方が所定閾値を超えた第２の状態とで報知手段による危険度に関する報知
形態を異ならせ、当該第２の状態の方が第１の状態より危険度が高い旨の報知を行わせる
ので、危険度の重み付け（危険度の軽重付け）を行って報知することができる。
【００１８】
　請求項３の発明によれば、算出手段は、脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、血圧検出
手段による検出値に基づいて、最高血圧及び血液浄化治療開始からの最高血圧低下度を求
めるものとされ、判定手段にて最高血圧及び最高血圧低下度が所定閾値を超えたか否か判
定するとともに、報知手段にて最高血圧又は最高血圧低下度が所定閾値を超えたと判定さ
れたことを条件として、当該最高血圧又は最高血圧低下度に応じた所定の報知を行わせる
ので、最高血圧及び最高血圧低下度を有効活用して患者の異常を精度よく報知することが
できる。
【００１９】
　請求項４の発明によれば、算出手段は、脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、血圧検出
手段による検出値に基づいて、脈拍数及び該脈拍数に最高血圧を乗算して求められるＰＲ
Ｐを求めるものとされ、判定手段にて脈拍数及びＰＲＰが所定閾値を超えたか否か判定す
るとともに、報知手段にて脈拍数又はＰＲＰが所定閾値を超えたと判定されたことを条件
として、当該脈拍数又はＰＲＰに応じた所定の報知を行わせるので、脈拍数及びＰＲＰを
有効活用して患者の異常を精度よく報知することができる。
【００２０】
　請求項５の発明によれば、報知手段は、血液浄化治療に関わる情報をリアルタイムに表
示させ得る表示手段から成り、当該表示手段によって、算出手段で求められた算出値と血
液浄化治療中の循環血液量の変化率とが併せて表示されるので、循環血液量の変化率と算
出手段で求められた算出値とを関連させて監視することができる。
【００２１】
　請求項６の発明によれば、血液浄化治療中の患者の心電図を測定し得る心電図用測定手
段と、該心電図用測定手段からの測定信号に基づいて心電図を得る心電図取得手段とを具
備するとともに、判定手段にて心電図取得手段で取得された心電図に異常があるか否かを
判定するとともに、心電図に異常があると判定されたことを条件として、報知手段にて当
該心電図の異常に応じた所定の報知を行わせるので、血圧に関するパラメータに加え、心
電図取得手段で取得された心電図を活用して患者の異常をより精度よく報知することがで
きる。
【００２２】
　請求項７の発明によれば、心電図取得手段で取得された心電図に基づき心拍変動解析を
行って自律神経機能を評価し得る解析手段を具備するとともに、当該解析手段による心拍
変動解析の結果に応じて判定手段による判定が行われるので、自律神経機能を勘案した判
定を行わせることができる。
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【００２３】
　請求項８の発明によれば、心電図取得手段及び解析手段は、血液浄化治療中の患者の近
傍に配設されたベッドサイド端末装置、又は血液浄化治療に関わる条件又は情報を送信し
得る中央監視装置に配設されたので、従来の血液浄化装置が具備するベッドサイド端末装
置又は中央監視装置を流用することができる。
【００２４】
　請求項９の発明によれば、報知手段は、算出手段で算出された算出値に基づいて推定さ
れる患者の状態を表示し得るので、算出手段で算出された算出値を単に表示させるものに
比べ、医師等医療従事者に対して患者の状態をより容易に把握させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る血液浄化装置を示す模式図
【図２】同血液浄化装置における治療手段を示す模式図
【図３】同血液浄化装置における治療手段（透析装置本体）の内部構成を示す模式図
【図４】同血液浄化装置における透析装置本体の外観を示す斜視図
【図５】同血液浄化装置における制御内容を示すフローチャート
【図６】本発明の第２の実施形態に係る血液浄化装置を示す模式図
【図７】同血液浄化装置における制御内容を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら具体的に説明する。
　第１の実施形態に係る血液浄化装置は、図１に示すように、治療手段１と、血圧検出手
段２と、入力手段３と、算出手段４と、判定手段５と、制御手段６と、表示手段７（本発
明の「報知手段」に相当）とを主に有して構成されている。なお、本実施形態においては
、透析装置本体Ｈに入力手段３、算出手段４、判定手段５、制御手段６及び表示手段７が
配設されている。
【００２７】
　本実施形態に係る治療手段１は、患者の血液を体外循環させつつ血液透析処理及び除水
を行って血液浄化治療を行うためのものであり、図２、３に示すように、患者の血液を体
外循環させるための血液回路８と、該血液回路８に接続されて血液透析処理を行うための
血液浄化器としてのダイアライザ９と、該ダイアライザ９に接続されて透析液を供給しつ
つ除水する透析装置本体Ｈとから主に構成されている。
【００２８】
　血液回路８は、血液等の液体を流通させ得る可撓性チューブから成り、動脈側血液回路
８ａ及び静脈側血液回路８ｂを有して構成されている。動脈側血液回路８ａには、その先
端に動脈側穿刺針ａが接続可能とされているとともに、途中にしごき型の血液ポンプ１０
、及びヘマトクリットセンサ１２が配設されている。一方、静脈側血液回路８ｂには、そ
の先端に静脈側穿刺針ｂが接続されているとともに、途中に除泡用のエアトラップチャン
バ１１が接続されている。
【００２９】
　ヘマトクリットセンサ１２は、例えばＬＥＤ等の発光素子及びフォトダイオード等の受
光素子を備え、発光素子から血液に所定波長の光を照射するとともに、その透過した光或
いは反射した光を受光素子にて受光することにより、血液回路８内を流れる患者の血液の
濃度を示すヘマトクリット値を測定するものである。なお、ヘマトクリット値とは、血液
の濃度を示す指標であり、具体的には、全血に占める赤血球の容積率で表されるものであ
る。
【００３０】
　本実施形態においては、ヘマトクリットセンサ１２で検出されたヘマトクリット値に基
づいて循環血液量の変化率（ΔＢＶ）を求めることができるよう構成されている。具体的
には、ヘマトクリットセンサ１２にて得られるヘマトクリット値をＨｔとおくと、循環血
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液量の変化率ΔＢＶは、（透析開始時のＨｔ－測定時のＨｔ）／測定時のＨｔ×１００な
る演算式から求めることができる。これにより、透析治療時間経過に伴って患者の循環血
液量の変化率（ΔＢＶ）を逐次検出することができる。
【００３１】
　しかして、動脈側穿刺針ａ及び静脈側穿刺針ｂを患者に穿刺した状態で、血液ポンプ１
０を駆動させると、患者の血液は、動脈側血液回路８ａを通ってダイアライザ９に至り、
該ダイアライザ９によって血液浄化が施され、エアトラップチャンバ１１で除泡がなされ
つつ静脈側血液回路８ｂを通って患者の体内に戻る。これにより、患者の血液を血液回路
８にて体外循環させつつダイアライザ９にて浄化することができるのである。
【００３２】
　ダイアライザ９は、その筐体部に、血液導入ポート９ａ、血液導出ポート９ｂ、透析液
導入ポート９ｃ及び透析液導出ポート９ｄが形成されており、このうち血液導入ポート９
ａには動脈側血液回路８ａの基端が、血液導出ポート９ｂには静脈側血液回路８ｂの基端
がそれぞれ接続されている。また、透析液導入ポート９ｃ及び透析液導出ポート９ｄは、
透析装置本体Ｈから延設された透析液導入ラインＬ１及び透析液排出ラインＬ２とそれぞ
れ接続されている。
【００３３】
　ダイアライザ９の筐体部内には、複数の中空糸が収容されており、該中空糸内部が血液
の流路とされるとともに、中空糸外周面と筐体部の内周面との間が透析液の流路とされて
いる。中空糸には、その外周面と内周面とを貫通した微少な孔（ポア）が多数形成されて
中空糸膜を形成しており、該膜を介して血液中の不純物等が透析液内に透過し得るよう構
成されている。
【００３４】
　透析装置本体Ｈは、図３に示すように、透析液導入ラインＬ１及び透析液排出ラインＬ
２に跨って形成された複式ポンプＰと、透析液排出ラインＬ２において複式ポンプＰを迂
回して接続されたバイパスラインＬ３と、該バイパスラインＬ３に接続された除水ポンプ
１３とを有して構成されている。そして、透析液導入ラインＬ１の一端がダイアライザ９
（透析液導入ポート９ｃ）に接続されるとともに、他端が所定濃度の透析液を調製する透
析液供給装置（不図示）に接続されている。また、透析液排出ラインＬ２の一端は、ダイ
アライザ９（透析液導出ポート９ｄ）に接続されるとともに、他端が排液手段（不図示）
と接続されており、透析液供給装置から供給された透析液が透析液導入ラインＬ１を通っ
てダイアライザ９に至った後、透析液排出ラインＬ２及びバイパスラインＬ３を通って排
液手段に送られるようになっている。
【００３５】
　除水ポンプ１３は、ダイアライザ９中を流れる患者の血液から水分を除去するためのも
のである。すなわち、除水ポンプ１３を駆動させると、透析液導入ラインＬ１から導入さ
れる透析液量よりも透析液排出ラインＬ２から排出される液体の容量が多くなり、その多
い容量分だけ血液中から水分が除去されるのである。なお、除水ポンプ１３以外の手段（
例えば所謂バランシングチャンバ等を利用するもの）にて患者の血液から水分を除去する
ようにしてもよい。
【００３６】
　なお、透析装置本体Ｈ内における透析液排出ラインＬ２に排液濃度センサを配設しても
よい。この排液濃度センサは、血液浄化に伴って流れる液体（本実施形態においては、血
液浄化器としてのダイアライザ９から排出された排液）の濃度（例えば、排液に含まれる
尿素、尿酸等の物質濃度）を検出し得るものである。かかる排液濃度センサによれば、検
出した排液の濃度変化に基づいて標準化透析量（Ｋｔ／Ｖ）を求めることができ、透析治
療時間経過に伴って標準化透析量（Ｋｔ／Ｖ）を逐次検出することができる。
【００３７】
　透析装置本体Ｈは、図４に示すように、血液浄化治療に関わる情報をリアルタイムに表
示させ得る表示手段７を具備している。この表示手段７は、例えばタッチパネル式の液晶
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画面に種々情報を表示し得るもので、制御手段６（図１参照）にて表示内容が制御される
。例えば、表示手段７の液晶画面には、治療中に逐次算出されたΔＢＶのグラフを時系列
に表示させるとともに、現在のΔＢＶ、ΔＢＶの変化率等が数値として表示させることが
できる。
【００３８】
　ここで、本実施形態に係る血液浄化装置には、血液浄化治療中の患者の血圧及び脈拍を
検出し得る血圧検出手段２が接続されている。かかる血圧検出手段２は、患者の腕にカフ
を巻き付けて、その患者の血圧（最高血圧及び最低血圧等の血圧に関するパラメータ）及
び脈拍を測定し得る血圧計から成り、透析装置本体Ｈに配設された入力手段３と電気的に
接続されている。因みに、心拍とは心臓の拍動を、脈拍とは心臓が血液を全身に送る際に
生じる動脈の脈動を指すもので、両者は原則として同一値になることが多いが、不整脈等
により、両者が一致しないこともある。
【００３９】
　なお、本実施形態に係る血圧検出手段２は、患者の腕に巻かれて血圧及び脈拍を検出し
得るカフ等から成り、その検出結果を入力手段３を介して算出手段４に送信し、算出手段
４により、血液浄化治療中、間歇的に血圧及び脈拍を得るものとされているが、これに代
えて、血圧検出手段２内に算出手段４を内蔵させたものとしてもよい。さらに、血圧検出
手段２は、連続的且つリアルタイムで血圧及び脈拍を測定し得るものとしてもよく、例え
ば外部接続する生体情報モニタリング機器等を用いて血圧及び脈拍を連続的且つリアルタ
イムで測定することにより、より精度よく患者の異常を判定することができる。
【００４０】
　入力手段３は、血圧検出手段２からの検出値を受信するもので、算出手段４と電気的に
接続されており、血圧検出手段２からの検出値を入力手段３を介して算出手段４に送信し
得るようになっている。算出手段４は、血圧検出手段２による検出値に基づいて、少なく
とも脈圧、平均血圧及び最低血圧を求めるもので、本実施形態においては、当該脈圧、平
均血圧及び最低血圧の他、最高血圧、最高血圧低下度、脈拍数及びＰＲＰをそれぞれ算出
するよう構成されている。
【００４１】
　最高血圧は、心臓の収縮期血圧、及び最低血圧は、心臓の拡張期血圧から成り、それぞ
れ血圧検出手段２にて測定された血圧の最高値及び最低値を示すものである。このうち、
最低血圧は、交感神経が抗進することで血管が収縮するため比較的維持されるとともに、
心臓の拡張期で冠動脈に血液が流れるため、冠動脈血流量の指標となり得る。最高血圧低
下度は、血液浄化治療開始から測定時点までに最高血圧が低下した程度を示すもので、「
血液浄化治療開始時の最高血圧－現在の最高血圧」なる演算式で求めることができる。
【００４２】
　平均血圧は、最低血圧＋（脈圧／３）（脈圧は、下記の通り、「最高血圧－最低血圧」
なる演算式で求められる）なる演算式で求めることができ、末梢の動脈硬化の指標として
用いることができる。この平均血圧は、血管内に血液を流す力を示すことから、重要臓器
の血流状態の指標となり得る。脈圧は、最高血圧－最低血圧なる演算式（最高血圧と最低
血圧との差）で求めることができ、中枢の動脈硬化の指標として用いることができる。こ
の脈圧は、最高血圧よりも敏感に循環血液量や心拍数を反映することから、循環管理に適
した指標となり得る。
【００４３】
　ＰＲＰは、最高血圧×脈拍数なる演算式（最高血圧と心拍数の積）で求めることができ
、非侵襲的に心筋酸素消費量の指標を得ることができる。運動負荷心電図検査等で使用さ
れており、心臓の労作強度を計測するパラメータとして知られている。透析治療（血液浄
化治療）においても、循環動態が大きく変化しており、心臓に対する負担が増大している
ため、有用なパラメータの一つである。
【００４４】
　上記のように、最高血圧及び最低血圧のみならず、平均血圧、脈圧及びＰＲＰ等を算出
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して血液浄化治療時の監視に用いることは、血圧低下の予測に有効であり、このとき、脈
拍及び脈拍数も同時に検出及び算出することができるので、より監視の精度を向上させる
ことができる。なお、脈拍数で収縮期血圧を除算（最高血圧／脈拍数）することで得られ
るショック指数を利用してもよい。このショック指数は、循環血液量減少性ショックの重
症度を把握するために用いることができる。
【００４５】
　判定手段５は、算出手段４と電気的に接続され、当該算出手段４で求められた脈圧、平
均血圧及び最低血圧（本実施形態においては、脈圧、平均血圧及び最低血圧に加えて、脈
拍数、ＰＲＰ、最高血圧及び最高血圧低下度）がそれぞれ所定閾値を超えたか否か判定す
るものである。所定閾値は、判定対象である血圧のパラメータに応じて予め定められたも
ので、異常値と正常値との境界値とされている。
【００４６】
　制御手段６は、表示手段７の表示内容を制御するためのもので、治療手段１、判定手段
５及び表示手段７と電気的に接続されるとともに、治療手段１の作動状態や設定状態、判
定手段５による判定結果等を表示手段７の画面に表示させ得るよう構成されている。表示
手段７は、本発明の報知手段を構成するもので、判定手段５にて脈圧、最低血圧又は平均
血圧等（本実施形態においては、脈圧、平均血圧及び最低血圧に加えて、脈拍数、ＰＲＰ
、最高血圧及び最高血圧低下度）が所定閾値を超えたと判定されたことを条件として、当
該脈圧、最低血圧又は平均血圧等に応じた所定の報知（表示による報知）を行わせるもの
である。
【００４７】
　さらに、本実施形態においては、脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均血圧
が所定閾値を超えない第１の状態と、当該脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平
均血圧の少なくとも一方が所定閾値を超えた第２の状態とで表示手段７（報知手段）によ
る危険度に関する報知形態を異ならせ、当該第２の状態の方が第１の状態より危険度が高
い旨の報知を行わせるようになっている。
【００４８】
　またさらに、本実施形態に係る報知手段は、血液浄化治療に関わる情報をリアルタイム
に表示させ得る表示手段７から成り、当該表示手段７によって、算出手段４で求められた
算出値と血液浄化治療中の循環血液量の変化率（ΔＢＶ）とが併せて表示されるようにな
っている。すなわち、表示手段７には、血液浄化治療中の循環血液量の変化率（ΔＢＶ）
と併せて、患者の脈圧、平均血圧及び最低血圧の他、最高血圧、最高血圧低下度、脈拍数
及びＰＲＰ等の血圧に関する種々パラメータが表示可能とされているのである。
【００４９】
　次に、本実施形態に係る血液浄化装置における判定手段５の判定方法について、図５の
フローチャートに基づいて説明する。
　まず、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された脈拍数が所定閾値（
例えば１００（ｂｐｍ））を超えたか否かが判定され（Ｓ１）、所定閾値を超えたと判定
されると、患者が頻脈状態である旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ２）。その後
、算出手段４で算出されたＰＲＰが所定閾値（例えば１２０００）を超えたか否かが判定
され（Ｓ３）、所定閾値を超えたと判定されると、患者が心筋虚血状態の可能性がある旨
を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ４）。なお、ＰＲＰが所定閾値を超えない場合、
Ｓ４をスキップしてＳ５に進む。
【００５０】
　一方、Ｓ１にて脈拍数が所定閾値を超えていないと判定されると、Ｓ１７に進み、脈拍
数が所定閾値（Ｓ１で判定される所定閾値より低い値であって、例えば５０（ｂｐｍ））
を超えたか否かが判定され（Ｓ１７）、所定閾値を超えない場合、Ｓ１８にて患者が徐脈
状態である旨を表示手段７にて表示して報知した後、一連の制御を終了させる。なお、Ｓ
１７にて脈拍数が所定閾値を超えたと判定されると、Ｓ５に進むこととなる。
【００５１】
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　Ｓ５においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された最高血圧
が所定閾値（例えば９０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定され、所定閾値を超えた（
この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者の最高血圧が低下した状態である
旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ６）とともに、所定値を超えない（この場合、
所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ６をスキップしてＳ７に進む。
【００５２】
　Ｓ７においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された最高血圧
低下度が所定閾値（例えば３０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定され、所定閾値を超
えたと判定されると、患者の最高血圧低下度を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ８）
とともに、所定値を超えないと判定されると、Ｓ８をスキップしてＳ９に進む。
【００５３】
　Ｓ９においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された脈圧（循
環動態の指標）が所定閾値（例えば３０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定され、所定
閾値を超えた（この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者が脈圧低下状態で
ある旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ１０）とともに、所定値を超えない（この
場合、所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ１０をスキップしてＳ１１、Ｓ１３に進
む。ここで、本実施形態においては、Ｓ１０にて、患者の治療中における危険度が中程度
として報知するよう構成されている。
【００５４】
　Ｓ１１においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された平均血
圧（重要臓器の血流量の指標）が所定閾値（例えば６０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが
判定され、所定閾値を超えた（この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者が
平均血圧低下状態である旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ１２）とともに、所定
値を超えない（この場合、所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ１２をスキップして
Ｓ１５に進む。
【００５５】
　Ｓ１３においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された最低血
圧（冠動脈血流量の指標）が所定閾値（例えば４０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定
され、所定閾値を超えた（この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者が最低
血圧低下状態である旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ１４）とともに、所定値を
超えない（この場合、所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ１４をスキップしてＳ１
５に進む。
【００５６】
　Ｓ１５においては、Ｓ１０による報知が行われ、且つ、Ｓ１２による報知又はＳ１４に
よる報知が行われたか否かが判定され、Ｓ１０による報知が行われ、且つ、Ｓ１２による
報知又はＳ１４による報知が行われたと判定されると、Ｓ１６にて患者の治療中における
危険度が高い状態として報知するとともに、Ｓ１０による報知が行われ、且つ、Ｓ１２に
よる報知及びＳ１４による報知が行われない場合、Ｓ１６をスキップして一連の制御が終
了するよう構成されている。すなわち、脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均
血圧が所定閾値を超えない第１の状態と、当該脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及
び平均血圧の少なくとも一方が所定閾値を超えた第２の状態とで表示手段７（報知手段）
による危険度に関する報知形態を異ならせ、当該第２の状態の方が第１の状態より危険度
が高い旨の報知を行わせるようになっているのである。
【００５７】
　上記実施形態によれば、血圧検出手段２による検出値に基づいて、少なくとも脈圧、平
均血圧及び最低血圧を求める算出手段４と、算出手段４で求められた脈圧、平均血圧及び
最低血圧がそれぞれ所定閾値を超えたか否か判定する判定手段５と、判定手段５にて脈圧
、最低血圧又は平均血圧が所定閾値を超えたと判定されたことを条件として、当該脈圧、
最低血圧又は平均血圧に応じた所定の報知を行わせる表示手段７（報知手段）とを備えた
ので、血圧に関するパラメータを有効活用して患者の異常を精度よく報知することができ
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る。
【００５８】
　また、脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均血圧が所定閾値を超えない第１
の状態と、当該脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均血圧の少なくとも一方が
所定閾値を超えた第２の状態とで報知手段による危険度に関する報知形態を異ならせ、当
該第２の状態の方が第１の状態より危険度が高い旨の報知を行わせるので、危険度の重み
付け（危険度の軽重付け）を行って報知することができる。
【００５９】
　さらに、本実施形態に係る算出手段４は、脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、血圧検
出手段２による検出値に基づいて、最高血圧及び血液浄化治療開始からの最高血圧低下度
を求めるものとされ、判定手段５にて最高血圧及び最高血圧低下度が所定閾値を超えたか
否か判定するとともに、表示手段７（報知手段）にて最高血圧又は最高血圧低下度が所定
閾値を超えたと判定されたことを条件として、当該最高血圧又は最高血圧低下度に応じた
所定の報知を行わせるので、最高血圧及び最高血圧低下度を有効活用して患者の異常を精
度よく報知することができる。
【００６０】
　またさらに、本実施形態に係る算出手段４は、脈圧、平均血圧及び最低血圧に加え、血
圧検出手段２による検出値に基づいて、脈拍数及び該脈拍数に最高血圧を乗算して求めら
れるＰＲＰを求めるものとされ、判定手段５にて脈拍数及びＰＲＰが所定閾値を超えたか
否か判定するとともに、表示手段７（報知手段）にて脈拍数又はＰＲＰが所定閾値を超え
たと判定されたことを条件として、当該脈拍数又はＰＲＰに応じた所定の報知を行わせる
ので、脈拍数及びＰＲＰを有効活用して患者の異常を精度よく報知することができる。
【００６１】
　特に、本実施形態に係る報知手段は、血液浄化治療に関わる情報をリアルタイムに表示
させ得る表示手段７から成り、当該表示手段７によって、算出手段４で求められた算出値
と血液浄化治療中の循環血液量の変化率とが併せて表示されるので、循環血液量の変化率
と算出手段で求められた算出値とを関連させて監視することができる。なお、本実施形態
においては、報知手段が表示手段７にて構成されているが、他の手段（スピーカや別途設
けられたモニタ等）であってもよい。
【００６２】
　次に、本発明に係る第２の実施形態について説明する。
　本実施形態に係る血液浄化装置は、図６に示すように、治療手段１と、血圧検出手段２
と、入力手段３と、算出手段４と、判定手段５と、制御手段６と、表示手段７（本発明の
「報知手段」に相当）とを主に有するとともに、心電図用測定手段１４と、入力手段１５
と、心電図取得手段１６と、解析手段１７と、出力手段１８とを有して構成されている。
なお、本実施形態においては、透析装置本体Ｈとは別個の外部情報処理装置Ｌに入力手段
１５、心電図取得手段１６、解析手段１７及び出力手段１８が配設されている。また、第
１の実施形態と同様の構成要素には、同一の符号を付し、それらの詳細な説明を省略する
。
【００６３】
　心電図用測定手段１４は、患者の皮膚に密着して取り付けられ、その患者の心電図（生
体情報）を測定し得るもので、心臓を挟んだ位置にそれぞれ密着して取り付けられる少な
くとも一対の電極で構成されるとともに、入力手段１５に電気的に接続されている。入力
手段１５は、心電図取得手段１６と電気的に接続されたもので、心電図用測定手段１４か
らの測定信号を心電図取得手段１６に送信可能とされている。かかる心電図取得手段１６
は、心電図用測定手段１４からの測定信号に基づいて、血液浄化治療中の患者の心電図を
リアルタイムに得るよう構成されている。
【００６４】
　解析手段１７は、心電図取得手段１６で取得された心電図に基づき心拍変動解析を行っ
て自律神経機能を評価し得るもので、後述するように、当該解析手段１７による心拍変動
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解析の結果に応じて判定手段５による判定が行われるよう構成されている。出力手段１８
は、入力手段３に電気的に接続されたもので、心電図用測定手段１４で取得された心電図
及び解析手段１７による心拍変動解析の結果等の外部情報を出力することにより、当該外
部情報を入力手段３にて入力させ得るよう構成されている。なお、入力手段３と出力手段
１８とは、配線にて接続されるものの他、無線等で接続されていてもよい。
【００６５】
　ここで、本実施形態に係る血液浄化装置においては、判定手段５にて心電図取得手段１
６で取得された心電図に異常があるか否かを判定するとともに、心電図に異常があると判
定されたことを条件として、表示手段７（報知手段）にて当該心電図の異常に応じた所定
の報知を行わせるよう構成されている。また、本実施形態おいては、心電図取得手段１６
で取得された心電図に基づき心拍変動解析を行って自律神経機能を評価し得る解析手段１
７を具備するとともに、当該解析手段１７による心拍変動解析の結果に応じて判定手段５
による判定が行われるようになっている。
【００６６】
　次に、本実施形態に係る血液浄化装置における判定手段５の判定方法について、図７の
フローチャートに基づいて説明する。
　まず、心電図用測定手段１４で得られた心電図に基づいたＳＴ測定値が正常であるか否
かが判定され（Ｓ１）、当該ＳＴ値が異常であると判定されると、患者が心筋虚血状態の
可能性がある旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ２）とともに、正常であると判定
されると、Ｓ２をスキップしてＳ３に進む。なお、Ｓ２の報知により、心電図の異常によ
り心原性ショックか否かが判定されることとなる。
【００６７】
　Ｓ３においては、心電図用測定手段１４で得られた心電図に基づき不整脈の発生頻度が
判定され、発生頻度が多いと判定されると、患者が不整脈頻発状態である旨を表示手段７
にて表示して報知する（Ｓ４）とともに、発生頻度が少ないと判定されると、Ｓ９に進み
、解析手段１７による心拍変動解析の結果、交感神経が亢進した状態であるか、或いは副
交感神経が亢進した状態であるか判定される。そして、Ｓ１９にて交感神経亢進と判定さ
れると、Ｓ２０に進み、副交感神経亢進と判定されると、Ｓ２２に進む。
【００６８】
　Ｓ２０においては、心拍数が所定閾値（例えば１００（ｂｐｍ））を超えたか否かが何
低され、所定閾値を超えたと判定されると、患者が頻脈状態である旨を表示手段７にて表
示して報知する（Ｓ２１）とともに、所定閾値を超えないと判定されると、Ｓ２１をスキ
ップしてＳ５に進む。また、Ｓ２２においては、心拍数が所定閾値（Ｓ２０で判定される
所定閾値より低い値であって、例えば５０（ｂｐｍ））を超えたか否かが判定され、所定
閾値を超えない場合、Ｓ２３にて患者が徐脈状態である旨を表示手段７にて表示して報知
した後、一連の制御を終了させる。なお、Ｓ２２にて心拍数が所定閾値を超えたと判定さ
れると、Ｓ７に進むこととなる。
【００６９】
　一方、算出手段４で算出されたＰＲＰが所定閾値（例えば１２０００）を超えたか否か
が判定され（Ｓ５）、所定閾値を超えたと判定されると、患者が心筋虚血状態の可能性が
ある旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ６）。なお、ＰＲＰが所定閾値を超えない
場合、Ｓ６をスキップしてＳ７に進む。
【００７０】
　Ｓ７においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された最高血圧
が所定閾値（例えば９０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定され、所定閾値を超えた（
この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者の最高血圧が低下した状態である
旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ８）とともに、所定値を超えない（この場合、
所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ８をスキップしてＳ９に進む。
【００７１】
　Ｓ９においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された最高血圧
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低下度が所定閾値（例えば３０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定され、所定閾値を超
えたと判定されると、患者の最高血圧低下度を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ１０
）とともに、所定値を超えないと判定されると、Ｓ１０をスキップしてＳ１１に進む。
【００７２】
　Ｓ１１においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された脈圧（
循環動態の指標）が所定閾値（例えば３０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定され、所
定閾値を超えた（この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者が脈圧低下状態
である旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ１２）とともに、所定値を超えない（こ
の場合、所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ１２をスキップしてＳ１３、Ｓ１５に
進む。ここで、本実施形態においては、Ｓ１２にて、患者の治療中における危険度が中程
度として報知するよう構成されている。
【００７３】
　Ｓ１３においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された平均血
圧（重要臓器の血流量の指標）が所定閾値（例えば６０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが
判定され、所定閾値を超えた（この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者が
平均血圧低下状態である旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ１４）とともに、所定
値を超えない（この場合、所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ１４をスキップして
Ｓ１７に進む。
【００７４】
　Ｓ１５においては、血圧検出手段２の検出値に基づいて算出手段４で算出された最低血
圧（冠動脈血流量の指標）が所定閾値（例えば４０（ｍｍＨｇ））を超えたか否かが判定
され、所定閾値を超えた（この場合、所定閾値を下回った）と判定されると、患者が最低
血圧低下状態である旨を表示手段７にて表示して報知する（Ｓ１６）とともに、所定値を
超えない（この場合、所定閾値を上回った）と判定されると、Ｓ１６をスキップしてＳ１
７に進む。
【００７５】
　Ｓ１７においては、Ｓ１２による報知が行われ、且つ、Ｓ１４による報知又はＳ１６に
よる報知が行われたか否かが判定され、Ｓ１２による報知が行われ、且つ、Ｓ１４による
報知又はＳ１６による報知が行われたと判定されると、Ｓ１８にて患者の治療中における
危険度が高い状態として報知するとともに、Ｓ１２による報知が行われ、且つ、Ｓ１４に
よる報知及びＳ１６による報知が行われない場合、Ｓ１８をスキップして一連の制御が終
了するよう構成されている。すなわち、脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及び平均
血圧が所定閾値を超えない第１の状態と、当該脈圧が所定閾値を超え、且つ、最低血圧及
び平均血圧の少なくとも一方が所定閾値を超えた第２の状態とで表示手段７（報知手段）
による危険度に関する報知形態を異ならせ、当該第２の状態の方が第１の状態より危険度
が高い旨の報知を行わせるようになっているのである。
【００７６】
　上記実施形態によれば、第１の実施形態の効果の他、血液浄化治療中の患者の心電図を
測定し得る心電図用測定手段１４と、該心電図用測定手段１４からの測定信号に基づいて
心電図を得る心電図取得手段１６とを具備するとともに、判定手段５にて心電図取得手段
１６で取得された心電図に異常があるか否かを判定するとともに、心電図に異常があると
判定されたことを条件として、表示手段７（報知手段）にて当該心電図の異常に応じた所
定の報知を行わせるので、血圧に関するパラメータに加え、心電図取得手段１６で取得さ
れた心電図を活用して患者の異常をより精度よく報知することができる。
【００７７】
　また、本実施形態によれば、心電図取得手段１６で取得された心電図に基づき心拍変動
解析を行って自律神経機能を評価し得る解析手段１７を具備するとともに、当該解析手段
１７による心拍変動解析の結果に応じて判定手段５による判定が行われるので、自律神経
機能を勘案した判定を行わせることができる。なお、解析手段１７による解析を行わず、
専ら心電図取得手段１６で取得した心電図の情報を出力手段１８及び入力手段３を介して
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算出手段４、判定手段５等に送信するようにしてもよい。
【００７８】
　さらに、外部情報処理装置Ｌは、血液浄化装置に血液浄化治療に関わる条件又は情報を
送信し得る中央監視装置、又は血液浄化治療中の患者の近傍に配設されたベッドサイド端
末装置（例えば、ベッドサイドモニタ等）から成るものとしてもよい。外部情報処理装置
Ｌを中央監視装置又はベッドサイド端末装置とした場合、従来の血液浄化装置が具備する
ベッドサイド端末装置又は中央監視装置を流用することができる。
【００７９】
　以上、本実施形態について説明したが、本発明はこれに限定されず、例えば算出手段４
で算出されるとともに判定手段５で判定される血圧に関するパラメータは、少なくとも脈
圧、平均血圧及び最低血圧であれば足り、他のパラメータに関しては任意のものとするこ
とができる。特に、第２の実施形態における入力手段１５、心電図取得手段１６、解析手
段１７及び出力手段１８を透析装置本体Ｈに備えるものとし、外部情報処理装置Ｌを経由
しないものとしてもよい。
【００８０】
　また、報知手段（本実施形態においては表示手段７）は、算出手段４で算出された算出
値に基づいて推定される患者の状態を表示し得るものとしてもよく、例えば脈圧が所定閾
値を超えた場合、「循環血液量又は心拍出量の低下」なる表示、平均血圧が所定閾値を超
えた場合、「重要臓器への血流量低下」なる表示、最低血圧が所定閾値を超えた場合、「
冠動脈血流量の低下」「血圧が維持できない虞がある」なる表示等を行って報知してもよ
い。このように、算出手段４で算出された算出値に基づいて推定される患者の状態を表示
手段７（報知手段）にて表示するようにすれば、算出手段４で算出された算出値を単に表
示させるものに比べ、医師等医療従事者に対して患者の状態をより容易に把握させること
ができる。
【００８１】
　さらに、報知手段による報知に加え、治療手段１による所定の動作を停止（例えば、脈
圧が所定閾値を超えた場合、除水ポンプ１３を停止させる等）させるようにしてもよい。
なお、本実施形態に係る血液浄化装置は、血液透析治療を行うための血液透析装置に適用
されているが、他の形態の血液浄化治療を行うための血液浄化装置であってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８２】
　血圧検出手段による検出値に基づいて、少なくとも脈圧、平均血圧及び最低血圧を求め
る算出手段と、該算出手段で求められた脈圧、平均血圧及び最低血圧がそれぞれ所定閾値
を超えたか否か判定する判定手段と、該判定手段にて脈圧、最低血圧又は平均血圧が所定
閾値を超えたと判定されたことを条件として、当該脈圧、最低血圧又は平均血圧に応じた
所定の報知を行わせる報知手段とを備えた血液浄化装置であれば、外観形状が異なるもの
或いは他の機能が付加されたもの等にも適用することができる。
【符号の説明】
【００８３】
　１　治療手段
　２　血圧検出手段
　３　入力手段
　４　算出手段
　５　判定手段
　６　制御手段
　７　表示手段
　８　血液回路
　９　ダイアライザ（血液浄化手段）
　１０　血液ポンプ
　１１　エアトラップチャンバ
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　１２　ヘマトクリットセンサ
　１３　除水ポンプ
　１４　心電図用測定手段
　１５　入力手段
　１６　心電図取得手段
　１７　解析手段
　１８　出力手段

【図１】 【図２】
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